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◆
霊
峰
富
士
が
三
保
の
松
原
を
含
め
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
ユ

ネ
ス
コ
に
出
さ
れ
た
富
士
山
の
推
薦
書

に
は
ク
羽
衣
伝
説
を
も
と
に
謡
曲

「羽

衣
」
が
で
き
能
が
海
外
に
知
ら
れ
る
き

つ
か
け
に
な
っ
た
ク
と
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て

「和
食
」
が
登
録
さ
れ
る
や
日

本
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
、
外
国
人
観
光
客

が
一
千
万
人
を
超
え
た
。
次
は
二
千
万

人
へ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本

は
伝
統
文
化
と
観
光
の
平
和
な
生
活
大

国
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。

横
浜
に
は
、
開
港
以
来
世
界
に
向
け
た

文
化
の
窓
回
と
し
て
築
い
て
き
た

「み

な
と
ま
ち
文
化
」
が
あ
る
。
紅
葉
坂
文

化
ゾ
ー
ン
の
能
楽
堂
も
そ
の
ク
お
も
て

な
し
ク
の
メ
イ
ン
舞
台
と
な
る
だ
ろ

「ヽノ。
◆
昨
年
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
８３
歳

と
世
界

一
に
な
っ
た
。
能
が
大
成
さ
れ

た
室
町
時
代
の
平
均
寿
命
は
１５
歳
前

後
、
世
阿
弥
は

「そ
も
そ
も
芸
能
と
は
、

諸
人
の
心
を
和
ら
げ
て
上
下
の
感
を
な

さ
む
こ
と
、
寿
福
増
長
の
基
、
選
齢
延

年
の
法
な
る
べ
し
。」
（風
姿
花
伝
）
つ

会
長

藤
本
　
圭
佑

ま
り
芸
能
は
、
幸
福
と
平
和
を
増
進
さ

せ
る
も
と
で
、
寿
命
を
延
ば
す
と
し
、

あ
る
書
物
に
よ
れ
ば
自
身
も
健
康
に
気

を
配
り
塩
分
油
分
を
控
え
８‐
歳
の
長
寿

を
全
う
し
た
。

ク
人
間
五
十
年
ク
で
知
ら
れ
る
織
田
信

長
時
代
の
平
均
寿
命
は
３０
歳
、
実
際
に

５０
歳
を
超
え
た
の
は
戦
後
間
も
な
い
１

９
４
７
年
の
こ
と
。
そ
し
て
今
、
人
生

八
十
年
時
代
と
な
っ
た
。

私
が
仕
え
た
長
洲
一
二
元
神
奈
川
県
知

事
は
著
書

「燈
燈
無
蓋
」
の
中
で

「新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
観
と
生

き
方
を
―
一
人
ひ
と
り
が
工
夫
し
て
―

自
分
な
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
て
い
く
」
と
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ

を
拠
り
所
に
、
来
た
る
べ
き

「人
生
九

十
年
時
代
」
に
向
け
ク
謡
を
楽
し
み
健

康
で
文
化
的
に
豊
か
に
生
き
る
こ
と
ク

が
な
に
よ
り
重
要
な
も
の
に
思
え
た
。

六
百
年
の
時
に
磨
か
れ
た
能
楽
は
、
長

寿
社
会
と
な
っ
て
ま
す
ま
す
光
彩
を
放

つ
だ
ろ
う
。

◆
連
盟
で
は
、
能
楽
を
今
後
さ
ら
に
普

及
発
展
さ
せ
る
た
め
、　
一
人
で
も
多
く

の
方
に
能
楽
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
る

た
め
″
若
い
世
代
と
の
交
流
ク
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

昨
年
秋
、
こ
の
能
楽
堂
で
関
東
観
世
流

学
生
能
楽
連
盟
の

「自
演
会
」
に
案
内

を
い
た
だ
い
た
。

若
い
手
不
ル
ギ
ー
が
横
溢
す
る
な
か
に

美
し
く
も
柔
和
な
る
花
を
見
る
感
動
を

味
わ
っ
た
。　
　
・

さ
ら
に
、
今
年
２
月
１５
日
の

「五
流
交

流
の
つ
ど
い
」
で
も
関
東
の
学
生
サ
ー

ク
ル
か
ら
金
春
流
大
学
生
能
楽
研
究
会

の
国
学
院

。
早
稲
田
合
同
で
仕
舞
を
、

ま
た
高
校
以
下
の
次
世
代
の
連
吟
出
演

を
企
画
し
、
若
い
人
た
ち
の
躍
動
を
期

待
し
た
が
、
ま
さ
か
の
二
週
連
続
の
記

録
的
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
安

全
を
第

一
に
考
え
、
急
遠
当
日
の
会
を

中
止
と
し
捲
土
重
来
を
期
す
る
こ
と
と

し
た
。

若
手
と
言
え
ば
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、

２
０
０
８
年
幽
玄
第
３６
号
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
孫
た
ち
も
少
し
づ
つ
格

好
が
つ
い
て
き
た
。

日
本
人
に
は
能
楽
が
良
く
似
合
う
と
感

じ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

◆
平
成
％
年
度
の
連
盟
行
事
は
、
ま
ず

４
月
２
日
総
会

（中
心
議
題
は
役
員
改

選
）
次
に
、
第
６２
回

「横
浜
能
」
６
月

‐４
日

（土
）
は
喜
多
流
粟
谷
能
夫
師
の

能

「頼
政
」
、
和
泉
流
野
村
万
作
師
の

狂
言

「寝
音
曲
」
、
そ
し
て
９
月
η
日

（土
）
「五
流
能
楽
大
会
」
（第
３０
回
の

節
目
の
年
）
な
ど
盛
り
沢
山
で
あ
る
。

今
年
取
組
む
べ
き
課
題
は
、　
一
般
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
お
出
で
い
た
だ

け
る
よ
う
チ
ラ
シ
な
ど
様
々
な
情
報
発

信
を
す
る
ほ
か
、
会
場
に
は
能
楽
を
分

か
り
易
く
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
工
夫

も
で
き
る
だ
け
き
め
細
か
く
行
な
う
こ

と
で
あ
る
。

能
楽
は
、
プ
ロ
の
芸
を
鑑
賞
す
る
だ
け

で
な
く
、
誰
も
が
稽
古
事
と
し
て
手
軽

に
楽
し
め
る
身
近
な
文
化
と
し
て
生
活

に
深
く
浸
透
し
て
い
る
。

美
し
く
世
界
に
誇
れ
る
文
化
で
あ
り
心

に
泌
み
る
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
、

今
後
も
、
子
や
孫
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

‥

‥
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連
盟
報
告

２
年
菫
削題

企
画
事
業
担
当

青
山
圭
佑

一
、
連
盟
主
催
の
能
会
は
、
次
の
通
り

で
し
た
。

①
横
浜
能
楽
堂
と
共
催
の

「第
６‐
回

横
浜
能
」
は
、
平
成
万
年
６
月
１

日
に
金
剛
流

「熊
野
」
の
能
と
、

和
泉
流
狂
言

「酢
喜
」
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。
入
場
券
は
完
売
、

来
場
者
４
５
６
名
、
入
場
率
９３
、

８
％
で
し
た
。

②
第
り
回
横
浜
五
流
能
楽
大
会
は
平

成
万
年
１０
月
１２
日

（土
）
に

「横

浜
音
祭
り
２
０
１
３
」
と
の
連
携

行
事
と
し
て
、
当
番
幹
事
、
観
世

流
梅
若
会
に
よ
り
開
催
致
し
ま
し

た
。
（別
稿

「大
会
報
生
こ

参
照
）

見
所
に
は

「横
浜
音
祭
り
２
０
１

３
」
関
連
で
１
０
０
名
程
の
観
客

が
来
場
し
例
年
の
会
よ
り
も
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

二
、
平
成
万
年
度
定
期
総
会
は
、
平
成

万
年
４
月
２
日

（月
）
に
横
浜
能
楽

堂
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
出
席
者
２

８
４
名

（委
任
状
２
４
６
名
、
出
席

者
３８
名
）
に
よ
り
成
立
し
、
行
わ
れ

ま
し
た
。
藤
本
会
長
を
議
長
と
し
て

平
成
Ｚ
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た

ま
た
ら
年
度
の
事
業
開
催
準
備
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
理
事
会
は
年
５
回
の
予
定
通
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

。
「幽
玄
」
の
編
集
会
議
、
番
組
編

成
等
に
関
す
る
事
務
局
と
当
番
幹

事
と
の
打
合
せ
等
も
適
時
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

・
連
盟
役
員
理
事
は
、
全
員
Ｚ
年
度

か
ら
の
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

・
会
員
数
は
あ
年
４
月
１
日
現
在
の

４
６
３
名
よ
り
１８
名

（個
人
）
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
退
会

の
方
も
あ
り
、
次
回
の
報
告
時
ま

で
に
把
握
致
し
ま
す
。

増
員
の
内
訳
は
個
人
会
員
で
、
観

世
流
４
、
観
世
流
梅
若
会
１
、
金

剛
流
３
、
金
春
流
８
計
１８
名
、
特

に
金
春
流
の
山
井
綱
雄
師
の
関
係

者
の
入
会
が
目
立

っ
て
お
り
ま

す
。
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‥

‥
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‥
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第
”
回
横
浜
五
流
能
楽
大
会

観
世
流
梅
看
会
　
〓栞
原
弥
兵
衛

平
成
万
年
１０
月
１２
日

（土
）
、
第

”
回
横
浜
五
流
能
楽
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
秋
に
な
っ
て
も

暑
い
日
が
続
き
日
中
は
３‐
度
の
真
夏

日
と
な
り
、
舞
台
へ
上
る
着
物
仕
度
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が
と
て
も
大
変
だ

っ
た
と
思

い
ま
し

た
。こ
の
日
の
出
し
物
は
素
， 前
１６
番
、
仕

舞
８
番
、
連
吟
５
番
、
独
鼓
３
番
、
独

吟
２
番
の
計
３４
番
、
出
演
者
は
延
べ
３

４
９
名
で
し
た
。
今
回
の
五
流
競
演
の

題
目
は

「田
村
キ
リ
」
で
各
流
派
で
連

吟
、
仕
舞
、
独
鼓
を
熱
演
さ
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
趣
の
違
い
が
あ
り
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
「横
浜
音
祭
り
２
０

１
３
」
の
期
間
中
な
の
で
一
般
の
方
々

に
も
横
浜
五
流
能
楽
大
会
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
今
回
は
番
組
を
２
０
０

部
多
く
作
成
し
、
そ
れ
を
倉
藤
理
事
が

市
内
の
地
区
セ
ン
タ
ー
及
び
文
化
施
設

な
ど
何
ヶ
所
か
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
か
関
心
の
あ
る
方
々

か
ら
問
合
せ
が
あ
り
、
能
楽
堂

へ
も
足

を
運
ん
で
下
さ
っ
た
人
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

大
会
の
準
備
で
は
相
当
不
安
な
思
い

で
い
ま
し
た
が
、
青
山
理
事

（観
世
流
）

と
水
野
理
事

（金
春
流
）
及
び
倉
藤
理

事

（金
剛
流
）
の
人
達
か
ら
親
切
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
き
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
番
組
の
印
刷
所

が
大
洋
印
刷
か
ら
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
印
刷
に

変
わ
り
、
何
回
か
足
を
運
び
ま
し
た
が
、

予
定
の
期
日
ま
で
に
出
来
ま
し
た
の
で

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
会

の
役
員
の
皆
様
が
努
力
し
て
こ
ら
れ
た

お
蔭
で
、
駐
車
場
、
弁
当
、
高
見
台
等

の
段
取
り
が
ス
ム
ー
ス
に
出
来
た
こ
と

を
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に

各
流
派
の
代
表
の
方
と
会
員
の
皆
様
の

協
力
に
よ
つ
て
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

‥
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‥
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米
寿
に
至
り
謡

。
仕
舞

思

い
出
す
ま
ま
に

観
世
流

豊
福
久
美
子

平
成
１８
年
■
月

「砧
」
を
舞

っ
た

時
こ
れ
が
観
世
能
楽
堂
で
の
最
後
の

舞
台
と
思
い

『人
の
世
の
見
せ
仕
舞

に
砧
舞
う
』
で
し
た
が
、
平
成
ヽ
年

に
は
ま
た
素
謡

「鶏
鵡
小
町
」
を
謡

い

『嘴
が
黄
色

い
ま
ま
で
老
女
役
』

が
渋
谷
能
楽
堂
で
の
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
Ю
歳
の
時
近
所
の
方
に
誘
わ

れ
て
、
つ
づ
き
謡
曲
会
に
入
会
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
そ
れ
以

来
毎
月
１
回
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
長

谷
川
先
生
始
め
、
紳
士
淑
女
の
皆
さ

ん
と
楽
し
く
お
稽
古
や
、
舞
台
に
も

出
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
し
か
し
晩

年
病
気
が
ち
で
入
退
院
を
繰
り
返
し

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、
謡
は
私
の
生
き
る
張
り
に

な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
今
少
し
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能
は
能
楽
堂
で
見
る
の
が

一
番
で

す
が
、
薪
能
や
観
月
能
も
ま
た
格
別

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
勧
め
は
広

島
厳
島
神
社
の
観
月
能
で
す
。
開
催

さ
れ
る
の
は
毎
年
ｌｏ
月
頃
で
す
。
頃

と
言
う
の
は
満
月
の
満
ち
潮
に
合
わ

せ
て
演
能
さ
れ
る
た
め
で
す
。

満
ち
潮
が
能
楽
堂
の
周
り
に
押
し

寄
せ
満
月
の
月
の
光
に
舞
台
は
浮
か

び
上
が
っ
て
、
逆
さ
富
士
な
ら
ぬ
逆

さ
能
姿
が
幻
想
的
に
映
し
出
さ
れ
浮

世
離
れ
し
た
幽
玄
の
世
界
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
の
で
す
。
お
囃
子
の
先
生

方
も
打
ち
な
が
ら
酔
い
し
れ
、
ノ
リ

ノ
リ
で
響
き
も
異
な
る
よ
う
で
す
。

厳
島
か
ら
広
島
港
ま
で
の
船
で
ご

一

緒
し
ま
す
が
ど
の
先
生
方
も
満
面
に

笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

興
奮
を
冷
ま
し
て
く
れ
る
の
は
、

帰
り
の
道
筋
で
鹿
が
缶
ジ
ュ
ー
ス
の

残
り
を
上
手
に
飲
ん
で
い
る
姿
を
見

て
現
実
に
戻
さ
れ
る
の
で
す
。
ま
た

鹿
に
関
し
て
は
入
場
の
時
、
チ
ケ
ッ

ト
を
手
に
持

っ
て
並
ん
で
い
る
と
係

り
の
方
か
ら

「チ
ケ
ツ
ト
を
鹿
か
ら

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下

さ
い
」
と
、
毎
回
二
～
三
の
方
が
食

べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

広
島
厳
島
神
社
観
月
能
は
、
喜
多

流
友
枝
先
生
の

「融
」
ほ
か
二
度
ほ

ど
拝
見
し
ま
し
た
が
そ
れ
以
来
私
は

観
世
流
で
す
が
喜
多
流
の
友
枝
先
生

フ
ア
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

…

…

‥

‥

‥

‥

‥

春
日
若
宮
お
ん
祭

童
易
流

茶
木
原
陽
子

こ
の

「若
官
お
ん
祭
」
の
話
に
心
動

か
さ
れ
、
去
年
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今

回
で
８
７
８
回
を
迎
え
る
春
日
若
宮
お

ん
祭
は
、
８
世
紀
後
半
春
日
大
社
の
草

創
に
よ
り
、
本
殿
に
四
柱
の
神
様
が
祀

ら
れ
、
二
百
年
後
第
四
殿
に
蛇
の
お
姿

で
若
官
様
が
顕
現
さ
れ
た
後
、
１２
世
紀

に
若
宮
様
の
本
殿
が
創
建
さ
れ
た
が
、

当
時
は
洪
水
、
飢
饉
、
疫
病
、
富
士
山

の
噴
火
と
人
々
は
不
安
な
日
々
の
中
に

お
り
、
新
し
い
若
官
様
を
慰
撫
し
天
下

泰
平
、
万
民
豊
楽
を
祈
る
た
め
、
お
旅

所

（た
び
し
ょ
）
と
呼
ば
れ
る
行
官
を

興
福
寺
境
内
に
仮
設
し
、
祭
礼
を
行
っ

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
祭
り
は
１２
月
１７
日
午
前
零
時
か
ら
午

後
１２
時
ま
で
の
一
日
の
祭
礼
で
日
本
古

来
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
の
が
素
晴
ら

し
い
。
ま
ず
最
初
に
零
時
か
ら
始
ま
る
遷
幸

（せ
ん
こ
う
）
の
儀
と
は
若
官
様
の
社

殿
か
ら
お
旅
所
と
呼
ば
れ
る
仮
の
行
宮

へ
遷
す
行
事
。

ホ
テ
ル
を
１１
時
に
出
る
。
大
社
の
明

り
は
な
く
懐
中
電
灯
も
所
定
の
所
ま

で
。
す
で
に
参
道
に
は
沢
山
の
人
、
案

内
の
人
の
足
下
の
明
り
は
小
さ
い
。
す

べ
て
間
の
中
の
行
事
。
友
人
と
立
っ
た

と
こ
ろ
は
杉
木
立
に
間
が
あ
り
満
月
に

近
い
月
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に

参
道
を
照
ら
し
て
い
る
。
待
つ
こ
と
ω

分
社
殿
の
方
か
ら
吠
え
る
よ
う
な
音

声
、
楽
の
音
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
全
く

の
間
の
中
、
パ
チ
パ
チ
燃
え
る
音
、
や

が
て
大
松
明
が
参
道
い
っ
ぱ
い
に
引
き

ず
ら
れ
、
浄
め
、
落
ち
た
火
の
粉
が
お

旅
所
へ
と
続
く
。
邪
気
を
払
う
土塁
戸
は

強
く
な
り
、
榊
を
手
に
し
た
神
職
に
幾

重
に
も
囲
ま
れ
、
道
楽
の
慶
雲
楽
が
奏

で
ら
れ
る
中
を
遷
つ
て
行
く
。
こ
れ
は

お
神
輿
の
古
い
姿
だ
そ
う
だ
。

あ
の
人
垣
の
中
に
、
宮
司
に
抱
か
れ

た
若
宮
様
が
と
思
う
と
、
こ
の
後
の
祭

例
も
見
た
く
、
私
達
は
列
の
隙
間
を
前

へ
前
へ
と
足
速
に
歩
い
た
。
お
旅
所
の

囲
い
が
見
え
た
時
、
入
場
制
限
で
何
度

も
止
ま
る
。
締
め
か
け
た
時
、
水
に
足

が
取
ら
れ
る
よ
う
に
中
に
入
り
幸
運
に

も
若
宮
様
の
神
殿
の
前
で
ピ
タ
リ
。
お

旅
所
で
は
迎
乱
声

（む
か
え
ら
ん
じ
ょ

つヽ
）
が
奏
で
ら
れ
、
７
メ
ー
ト
ル
も
の

だ
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
。

行
宮
の
中
央
に
瓜
灯
篭
が
幽
か
に
揺

れ
る
。
海
川
山
野
の
品
々
が
神
職
の
手

か
ら
手
へ
と
運
ば
れ
る
「素
合
之
御
堡

（す
ご
の
ご
く
）
が
捧
げ
ら
れ
、
宮
司

の
祝
詞
、
社
伝
神
楽
が
奏
で
ら
れ
る
。

歌
声
、
鼓
、
笛
が
響
き
、
身
動
き
で
き

な
か
っ
た
体
が
ゆ
る
む
。
五
感
の
緊
張

そ
の
ま
ま
に
ホ
テ
ル
に
一戻
っ
た
の
は
午

前
２
時
。

こ
の
日
の
午
後
か
ら
は
お
渡
り
式
。

影
向

（よ
う
が」う
）
の
松
の
観
覧
席
に

て
、
‐２
番
に
編
成
さ
れ
た
芸
能
集
団
や

祭
礼
に
加
わ
る
人
達
を
見
る
。
こ
の
松

の
観
覧
席
の
下
で
は
薄
い
布
を
す
っ
ぽ

り
か
ぶ
っ
た
頭
屋
児

（と
う
や
の
ち
ご
）

が
検
分
し
。
第
四
番
に
入
る
猿
楽
は
金
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春
が
開
回
し
、
弓
矢
立
合
三
笠
風
流
を

演
じ
、
田
楽
は
奈
良

一
刀
彫
り
の
人
形

を
飾
っ
た
花
笠
を
頭
上
に
、
中
門
日
、

刀
玉
、
高
足
等
演
ず
る
等
々
楽
し
い
行

列
だ
っ
た
。
次
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
お

旅
所
祭
を
是
非
見
た
い
と
思
っ
て
い

フ０
。

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

金
剛
能
楽
堂
の
思
い
出

金
剛
流

中
西
彦
次
郎

金
剛
流
は
シ
テ
方
五
流
の
中
で
唯
一

京
都
を
本
拠
と
す
る
流
儀
で
華
一麗
な
型

に
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら

「舞
金
剛
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
関
東
で

は
馴
染
み
の
な
い
流
儀
で
も
あ
り
、
金

剛
流
を
稽
古
し
て
い
る
方
以
外
、
京
都

の
金
剛
能
楽
堂
を
訪
れ
た
方
は
多
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
現
在
の
金
剛
能

楽
堂

（平
成
１５
年
建
設
）
に
移
る
前
の

金
剛
能
楽
堂
を
ご
存
知
の
方
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
は
昭
和
４
年
代

の
京
都
で
学
生
と
し
て
金
剛
流
を
学
ん

だ
も
の
と
し
て
旧
金
剛
能
楽
堂
の
思
い

出
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
金
剛
能
楽
堂
は
四
条
室
町
を
北
に

入
っ
た
路
地
の
奥
に
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
常

時
公
演
が
行
わ
れ
る
能
楽
堂
と
し
て
は

最
古
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
席
桟

敷
席
だ
っ
た
の
で
履
物
は
脱
い
で
入
り

ま
し
た
。
演
能
の
日
は
下
足
番
の
お
じ

さ
ん
が
履
物
を
預
か
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
見
所
の
奥
に
お
茶
を
出
す

お
ば
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
彼
女
は
私

の
顔
を
覚
え
て
い
て
、
開
演
時
間
に
遅

れ
て
行
く
と

「先
生
の
お
能
始
ま
っ
て

い
ま
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。
年
季
の
入
っ
た
舞
台
は
２
階
の

窓
か
ら
自
然
光
が
入
っ
て
き
て
趣
が
あ

り
、
夕
方
と
も
な
る
と
薄
暗
く
な
っ
て

「鳩
」
な
ど
は
不
気
味
な
雰
囲
気
が
ピ

ッ
タ
リ
で
し
た
。
ま
た
舞
台
が
南
向
き

の
た
め
、
「融
」
の
名
所
の
教
え
も
地

名
の
方
角
と
シ
テ
の
見
る
方
向
が
合
っ

て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
見

所
で
は
ゆ
っ
た
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

見
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
間
狂
言
の

時
は
お
手
洗
い
へ
行
っ
た
り
、
廊
下
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
で
休
憩
時
間
の

よ
う
で
し
た
。
我
々
学
生
は
見
所
の
一

番
後
ろ
に
あ
つ
た
二
階
席
に
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
空
い
て
い
た
の

と
少
々
行
儀
の
悪
い
座
り
方
を
し
て
い

て
も
舞
台
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
た
だ
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
い

て
東
京
で
能
楽
関
係
の
書
店
に
立
ち
寄

っ
た
時
に
こ
の
三
階
席
の
話
題
が
出
て

「あ
の
崩
れ
落
ち
そ
う
な
」
と
言
わ
れ

て
納
得
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

楽
屋
は
宗
家
の
住
ま
い
と
兼
用
で
夏

場
に
は
下
着
姿
の
先
代
宗
家
と
す
れ
違

っ
て
ド
キ
ツ
と
し
た
り
し
ま
し
た
。
地

謡
座
の
後
ろ
に
有
名
な
名
水
で
あ
る
菊

水
の
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
で
も

祇
園
祭
の
と
き
に
は
跡
地
の
前
に
菊
水

鉾
が
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
菊
水
鉾
の
稚

児
人
形
は
菊
水
の
故
事
を
踏
ま
え
て
枕

慈
童

（観
世
流
で
は
菊
慈
童
）
の
格
好

を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
紙
面
が
尽
き
た
の
で
こ
の
辺
で
終

わ
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
金
剛
能
楽

堂
は
昔
の
舞
台
を
移
築
し
て
あ
り
当
時

を
し
の
ぶ
こ
と
出
来
ま
す
の
で
、
京
都

に
行
か
れ
る
と
き
は
立
ち
寄
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
演
能
予
定
は
金

剛
能
楽
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

私
の
稽
古
事
情

観
世
流
梅
若
会

山
本
晃
嗣

去
る
２
年
に
私
の
稽
古
事
情
に
つ
い

て
寄
稿
致
し
ま
し
た
が
此
の
度
は
角
当

先
生
に
師
事
す
る
前
、
佐
藤
恭
司
先
生

の
時
の
事
を
お
話
し
致
し
ま
す
。

昭
和
慇
年
頃
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
で
佐
藤
先
生
に
御
指
導

を
仰
ぐ
事
に
な
り
ま
し
た
が
二
・
三
年

後
自
由
が
丘
の
佐
藤
先
生
の
御
自
宅
で

習
う
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
、

月
一
回
の
梅
若
の
定
式
能
を
拝
見
し
て

い
る
時
ふ
と
地
謡
の
先
生
方
の
整
然
と

し
た
格
調
高
い
謡
を
拝
聴
し
て
、
あ
れ

は
ご
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
を
無
本
で

無
心
に
声
に
載
せ
て
謡
っ
て
い
ら
つ
し

ゃ
る
の
で
あ
ろ
う
、
自
分
も
あ
ん
な
風

に
謡
い
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
当
時
私
の
住
居
の
近
く
の
方
で

未
だ
初
心
の
方
で
し
た
が
先
生
の
お
宅

で
同
じ
時
刻
に
一
緒
に
習
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
方
は
月
に
１
回
謡
本
を
抱

え
て
我
が
家
を
訪
ね
、　
一
緒
に
謡
っ
て

お
り
ま
し
た
。
あ
る
年
の
お
正
月
、
１

月
１
日
に
挨
拶
方
々
謡
本
を
持
参
さ
れ

て

「今
年
は

『鶴
亀
』
位
は
無
本
で
謡

い
た
い
の
で
初
謡
に
稽
古
を
致
し
ま
せ

ん
か
」
と
の
お
話
で
し
た
。
常
々
何
時

か
は
と
考
え
て
い
た
事
な
の
で
二
つ
返

事
で
始
め
ま
し
た
。
お
正
月
な
の
で
始

め
る
前
に
ま
ず

一
献
、
半
分
位
稽
古
し

た
所
で
中
休
み
に
一
献
、
終
っ
て
又

一

献
と
繰
返
す
の
で
酔
い
が
増
す

一
方
で

成
果
が
上
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
日
を
改

め
て
３
日
に
も
う

一
度
や
り
ま
し
ょ
う

と
い
う
事
で
、
３
日
に
は
何
と
か
謡
え

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
佐

藤
先
生
の
初
稽
古
の
日
、
そ
の
方
が

「私
達
は
お
正
月
に

『鶴
亀
』
を
無
本

で
謡
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
」
と
お
話

に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は

「そ
れ
は
感

心
、
早
速
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
」

と
云
う
事
で
２
人
並
ん
で

『そ
れ
青
陽

の
春
に
な
れ
ば
』
と
始
ま
っ
た
の
で
す

が
初
同
の

『庭
の
砂
　
は
金
銀
の
』
と

謡
っ
て
居
る
時
ふ
と
返
し
の
後
は
何
だ

っ
た
か
と

一
寸
考
え
た
の
で
す
が
出
て

来
ま
せ
ん
。
と
う
と
う
こ
れ
で
終
わ
り

に
す
る
か
と
思
い
な
が
ら
謡
い
終
わ
る

と

『珠
を
連
ね
て
敷
妙
の
』
と
次
に
自

然
に
出
て
来
ま
し
た
。
そ
の
後
は
そ
の

繰
り
返
し
で
、
丁
度

一
夜
づ
け
で
テ
ス

ト
を
受
け
て
い
る
様
で
、
日
は
宙
に
遊

び
心
此
の
処
に
有
ら
ざ
る
有
様
で
、
と

て
も
無
心
で
格
調
高
く
等
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
有
様
で
し
た
。
先
生
は

初
同
の
終
わ
り
の
所
で

「
ハ
イ
結
構
で

す
」
と
助
け
舟
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た

が
、
私
は
こ
の
調
子
で
は
相
当
謡
い
込

ま
な
い
と
物
に
な
ら
な
い
ぞ
、
又
３０
冊

ゃ
５０
冊
位
は
積
上
げ
が
必
要
だ
と
思

い
、
敢
え
な
く
無
本
で
謡
う
と
い
う
考

え
は
お
蔵
入
り
に
成
り
ま
し
た
。
今
は

謡
本
を
前
に
開
い
て
心
地
良
く
謡
っ
て

お
り
ま
す
。

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

出
張
先
で
出
会
っ
た
謡
曲

宝
生
流

小
塚
浩
志

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
第
８６
番
札
所

は
、
補
陀
落
山
志
度
寺
で
あ
る
。
志
度

寺
と
一一言
え
ば
、
海
人

（観
世
流
は
海
士
）

の
舞
台
で
あ
る
。
仕
事
で
志
度
へ
行
き
、

た
ま
た
ま
志
度
寺
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

こ
と
を
知
り
、
何
の
準
備
も
な
い
ま
ま
、

仕
事
の
帰
り
に
志
度
寺
へ
向
か
っ
た
。

寺
の
裏
門
か
ら
入
る
と
、
海
女
の
墓

な
る
案
内
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
進
む

と
、
房
前
が
母
の
た
め
に
建
立
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
石
塔
群
が
あ
っ
た
。

説
明
に
よ
る
と
房
前
は
、
行
基
を
連
れ

て
志
度
を
訪
れ
、
千
基
の
石
塔
を
建
立

し
、
法
華
八
講
を
修
し
て
亡
き
母
の
菩

提
を
弔
っ
た
と
あ
る
。
現
在
は
、
海
女

の
墓
と
一一一一甲
つ
五
輪
塔
と
そ
の
両
側
の
経

塚
及
び
”
基
余
り
の
五
輪
塔
が
残
る
。

長
い
間
の
風
雪
に
よ
る
傷
み
が
激
し
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く
、
ま
た
、
心
無
い
人
の
い
た
ず
ら
か

ら
守
る
た
め
に
、
周
り
が
柵
で
囲
ま
れ

て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
お
墓
に

は
花
が
供
え
ら
れ
、
訪
れ
る
人
の
温
か

さ
を
感
じ
た
。
私
も
、
「其
時
海
士
人

申
す
よ
う

。
・
こ

と
、
玉
の
段
を
奉

一詰
し
た
。
海
女
の
命
日
で
あ
る
７
月
１６

日
に
は
、
「志
度
寺
の
十
六
度
市
」
が

開
催
さ
れ
、
本
尊
十

一
面
観
音
の
御
開

帳
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ

の
本
尊
が
、
「南
無
や
志
度
寺
の
観
音

薩
妊
」
で
あ
り
、
今
で
も
、
「毎
年
八

講
朝
暮
の
勤
行
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

寺
に
は
、
仁
王
門
、
金
剛
力
士
像
、
本

堂
、
淡
魔
堂
、
奪
衣
婆
堂
、
五
重
塔
、

無
梁
庭
、
曲
水
式
庭
園
が
あ
る
が
、
平

成
の
大
修
理
中
と
の
こ
と
で
、　
一
部
し

か
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

帰
り
際
、
琴
電
の
駅
で
、
志
度
寺
か

ら
や
や
離
れ
た
所
Ｌ
房
前
の
地
名
を
見

つ
け
、
行
く
こ
と
に
し
た
。
琴
電
志
度

線
で
志
度
駅
か
ら
３
つ
目
の
房
前
駅
は

無
人
駅
で
あ
る
。
電
車
を
降
り
、
坂
を

下
っ
て
行
く
と
静
か
な
海
に
出
た
。
今

は
漁
港
と
な
っ
て
い
る
ｃ
海
辺
を
歩
き

な
が
ら
、
海
人
の
世
界
を
思
っ
た
ｃ
こ

の
浜
辺
で
、
淡
海
公
は
、
賤
し
き
海
士

人
と
契
り
、
海
士
人
は
我
が
子
故
に
命

を
捨
て
る
と
い
つ
、
悲
し
い
物
語
で
あ

る
が
、
ン」
の
静
か
な
海
を
見
て
い
る
と
、

自
ら
の
願
望
の
た
め
に
は
母
性
愛
を
も

利
用
す
る
と
い
う
政
治
の
惨
さ
を
、
裏

に
秘
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

世
阿
弥
は
、
母
性
愛
よ
り
も
為
政
者
の

惨
さ
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
夕
方
、
暗
く
な
っ
た
坂
道
を
し
ば
ら

く
登
る
と
房
前
公
園
に
出
た
。
こ
の
高

台
の
下
が
一房
前
の
鼻
と
言
わ
れ
て
い
る

琴
電
の
景
勝
地
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
海

を
見
る
と
、
真
珠
島
を
飲
込
み
、
埋
立

造
成
さ
れ
た
工
業
団
地
の
明
か
り
が
、

向
こ
う
に
見
え
る
。
先
ほ
ど
ま
で
仕
事

で
行
っ
て
い
た
所
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

飛
鳥
、
室
町
、
そ
し
て
現
代
が
同
居
し

て
い
る
場
所
で
あ
り
、
「海
人
」
が
、

時
間
を
超
え
て
結
ん
で
く
れ
て
い
る
。

２

１

ヽ

～

■

，

２

１

～

６

，

‘

３

～

ｔ

，

３

横
浜
能
楽
連
盟
へ
の
加
入

金
春
流

高
木
葉
子

平
成
２５
年
２
月
、
私
達
の
お
稽
古
場

関
内
ホ
ー
ル
ヘ
、
横
浜
能
楽
連
盟
の
３

名
の
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
能
楽

連
盟
へ
の
お
誘
い
で
し
た
。

以
前
山
井
綱
雄
先
生
か
ら

「横
浜
能

楽
連
盟
は
、
素
人
の
会
で
運
営
さ
れ
、

謡
も
、
舞
も
す
べ
て
自
分
達
で
舞
台
を

進
め
ま
す
。
五
流

一
緒
だ
か
ら
面
白
い

で
す
よ
＾ヽ
入
ら
れ
ま
せ
ん
か
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
力

不
足
で

「私
達
だ
け
で
は
と
て
も
無
理

で
す
」
と
辞
退
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
お
運
び
、
お
勧
め

下
さ
り
、
不
安
な
が
ら
も
加
入
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
綱
雄
会
東
京

教
室
の
方
々
も
賛
同
応
援
下
さ
り
、
２８

名
の
加
入
と
な
り
ま
し
た
。

古
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
こ
の
会
ヘ

の
参
加
は
、
金
春
流
の
中
の
み
に
身
を

置
い
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

仕
舞
へ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
横
浜
能
楽

堂
主
宰

「初
め
て
の
謡

・
仕
舞
教
室
」

で
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
、
先
生
の
舞
わ
れ
た
お
手
本
の
中
か

ら
曲
を
選
び
、
お
稽
古
が
始
ま
り
ま
し

た
。
１０
回
目
に
は
、
能
楽
堂
本
舞
台
で

発
表
会
と
、
先
生
曰
く

「何
と
無
謀
な

企
画
」
に
乗
り
、
平
成

１６
年
４
月
か

ら
８
月
の
真
夏
日
ま
で
、
夢
中
で
お
稽

古
を
し
、
発
表
会
が
終
わ
る
頃
に
は
、

す
っ
か
り
仕
舞
の
虜
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
時
、
一奪
え
て
頂
い
た
の
が
、

山
井
綱
雄
先
生
で
す
。

初
舞
台
の
感
激
は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
横
浜
能
楽
堂
に
は
、
家
が
近
く
地

元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
主
人
、
娘
、

孫
達
、
趣
味
仲
間
の
お
友
達
等
、
応
援

団
の
多
か
っ
た
こ
と
と
、
素
人
批
評
の

面
白
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

始
め
た
年
齢
は
す
で
に
ω
歳
を
過

ぎ
、
「初
め
て
の
仕
舞
教
室
」
出
身
の

若
い
お
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
１０

年
、
一言
え
る
記
憶
力
に
自
分
を
叱
咤
激

励
し
、
お
稽
古
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

山
井
先
生
は
、
手
不
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、

時
に
は
、
と
ん
で
も
な
い
計
画
を
立
て

ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
久
良
岐
能
舞
台

で
の
、
綱
雄
会
夏
期
錬
成
会

「百
番
仕

舞
会
」
で
し
た
。
朝
１０
時
か
ら
、
お
昼

は
１
時
間
弱
の
休
憩
の
み
、
夕
方
５
時

半
迄
、
約
６
時
間
、
代
わ
る
代
わ
る
皆

で
百
番
舞
い
切
り
ま
し
た
。
謡
も
先
生

に
つ
い
て
目

一
杯
声
を
出
し
、
終
り
頃

に
は
、
の
ど
は
ヒ
リ
ヒ
リ
頭
は
ク
ラ
ク

ラ
、
足
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ
、
楽
し
く
ハ
ー
ド

な
経
験
を
致
し
ま
し
た
。

綱
雄
会
は
、
若
い
人
が
多
く
お
仕
舞

と
両
立
し
な
が
ら
の
お
稽
古
で
す
が
、

社
中
の
皆
さ
ん
は
熱
心
で
真
面
目
で
、

ほ
ん
と
う
に
良
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
初
め
て

「第
２９
回
横
浜
五
流
能

楽
大
会
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
能
楽

に
対
す
る
限
り
な
い
愛
着
と
誇
り
を
感

じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
が
出
来
る
幸

せ
を
感
謝
し
、
７０
歳
を
超
し
た
私
も
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
楽
堂
だ
よ
一り
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二
十
六
年
六
月
～
九
月
の
横
浜
能
楽

堂
の
公
演
予
定
は
、
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
ほ
か
毎
月
第
二
日
曜
日
に

「横
浜

能
楽
堂
普
及
公
演
―
横
浜
狂
言
堂
―
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
二
回
横
浜
能

六
月
十
四
日

（土
）
午
後
二
時
開
演

狂
言

「寝
音
曲
」
（和
泉
流
）野
村
万
作

能

「頼
政
」
曾
口多
流
）
　

栗
谷
能
夫

Ｓ
席
四
千
円
、
Ａ
席
三
千
五
百
円

Ｂ
席
三
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

企
画
公
演

「暗
闇
で
聴
く
古
典
芸
能
」

六
月
二
十

一
日

（土
）午
後
六
時
開
演

素
謡

「西
行
桜
」
　
　
近
藤
乾
之
助

一
管

「津
島
」
　
　
　
　
松
田
弘
之

語
り
組
踊

「手
水
の
緑
」
宮
城
能
鳳

素
浄
瑠
璃

「丹
三
間
堂
棟
由
来
」

豊
竹
嶋
大
夫

全
席
指
定
五
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

夏
休
み
親
子
能
楽
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

七
月
二
十
七
日

（日
）
午
後
二
時
開
演

狂
言

「柿
山
伏
」
天
蔵
流
）
山
本
則
重

能

「船
弁
慶
」
（観
世
流
）

一甲
ン
テ
武
田
文
志

後
シ
テ
武
田
宗
典

お
と
な
／
Ｓ
席
四
千
円

Ａ
席
三
千
五
百
円
、
Ｂ
席
三
千
円

こ
ど
も
／
千
五
百
円

保
護
者
は
こ
ど
も
と
同
数
ま
で
千
円

引
き

（ご
希
望
の
方
は
電
話
か
窓
口

に
て
お
申
込
み
下
さ
い
）

＊
お
子
様
の
お
席
を
お
求
め
に
な
ら

な
い
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

ど
も
は
十
八
歳
以
下
が
対
象
で
す
。

「体
験
し
よ
う
―
」
午
前
十
時
半
か

ら
…
チ
ケ
ッ
ト

（こ
ど
も
）
ご
購
入

の
方
対
象

能

・
狂
言
の
動
き
や
能
の
楽
器
が
体

験
で
き
ま
す
。

定
員
…
八
十
名

（電
話
か
窓
口
に
て

お
申
込
下
さ
い
）
先
着
順

＊
親
子
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

四
月
十
二
日

（土
）
正
午
か
ら
発
売

（初
日
は
電
話

。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み
）

横
浜
能
楽
連
盟
　
連
絡
先

◎
文
書
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

．Ｔ
２４７
‐
‐
ｏｏ・４
横
浜
市
栄
区
公
田
二
九
〇
―
＋
ユ

藤
本
方

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
四
五
―
八
九
二
―
六
三
六
二

◎
電
話
の
場
合
　
横
浜
能
楽
堂

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
五
―
ニ
エ雀
一―
三
〇
五
〇


